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■
元
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
11
年

に
作
成
し
た
厳
原
中
心
市
街
地
活
性
化
基

本
計
画
に
基
づ
き
、
今
屋
敷
地
区
第
１
種

市
街
地
再
開
発
事
業
と
し
て
建
設
さ
れ
た

も
の
で
す
。

　
民
間
と
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
商
業
と

公
共
の
施
設
の
入
っ
た
複
合
施
設
を
建
設

す
る
こ
と
で
、
元
気
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を

図
る
こ
と
が
最
大
の
目
的
で
す
。

■
期
待
さ
れ
る
公
共
施
設
と�

　
　
　
　
商
業
施
設
の
相
乗
効
果�

　
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
は
、
地
上
４
階

地
下
１
階
の
鉄
骨
造
（
一
部
鉄
骨
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
）
で
、
総
事
業
費
は
約
56

億
円
。
３
階
と
４
階
部
分
は
公
共
施
設
と

し
て
公
民
館
、
図
書
館
等
を
備
え
文
化
教

養
と
国
内
外
の
交
流
の
場
と
し
て
の
機
能

を
持
ち
、
２
階
に
は
講
演
会
や
コ
ン
サ
ー

ト
、
演
劇
、
映
画
な
ど
多
種
多
様
な
催
し

物
に
対
応
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
を
備

え
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
商
業
施
設
と
し
て
は
核
店
舗
の

ス
ー
パ
ー
を
は
じ
め
、
16
店
舗
が
１
階
及

び
２
階
に
入
店
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
両
施
設
の
相
乗
効
果
に
よ
り
対
馬

市
の
活
性
化
と
活
発
な
商
業
活
動
が
展
開

さ
れ
、
多
く
の
人
々
が
集
う
交
流
の
場
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
地
下
に
は
、
１
５
０
台
を
収
容

で
き
る
駐
車
場
も
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
市
民
が
待
ち
望
ん
だ
施
設

　
セ
ン
タ
ー
の
オ
ー
プ
ン
に
先
立
ち
、
午

前
10
時
か
ら
１
階
の
多
目
的
広
場
ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー
ク
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ

ー
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
事
業
主
体
の
今
屋
敷
地
区

市
街
地
再
開
発
組
合
の
陶
山
庄
二
理
事
長

が
「
こ
の
セ
ン
タ
ー
は
、
対
馬
市
の
首
都

に
ふ
さ
わ
し
い
施
設
と
、
ま
ち
づ
く
り
の

活
性
化
の
拠
点
と
し
て
長
い
間
市
民
が
待

ち
望
ん
で
い
た
も
の
。
今
後
様
々
な
活
動

拠
点
と
し
て
効
果
的
に
活
用
し
て
い
た
だ

く
こ
と
と
、
商
業
の
活
性
化
の
永
久
性
を

念
願
し
ま
す
」
と
挨
拶
。
続
い
て
鍵
引
き

渡
し
式
が
行
わ
れ
、
施
行
主
代
表
の
陶
山

理
事
長
か
ら
所
有
者
の
松
村
市
長
と
（株）
ま

ち
づ
く
り
厳
原
の
浦
田
一
朗
代
表
取
締
役

へ
施
設
の
鍵
が
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。

「
暮
ら
し
と
文
化
が
出
会
う
街
」
を
テ
ー
マ
に
図
書
館
、
公
民
館
、
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
な
ど
の
公
共
施
設
と
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
商
業
施
設
を
兼
ね
備
え
た
大
型
複
合
施
設
「
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー
」
が
10
月
７
日
、

厳
原
町
今
屋
敷
地
区
に
オ
ー
プ
ン
。
対
馬
の
あ
ら
た
な
シ
ン
ボ
ル
が
誕
生
し
ま
し
た
。�
対
馬
市
交
流
セ
ン
タ
ー  

オ
ー
プ
ン�

オープンした対馬市交流センター�

テ
ー
プ
カ
ッ
ト
の
様
子�

賑
わ
う
ポ
ケ
ッ
ト
パ
ー
ク�

に
ぎ



3 広報つしま  2006. 11

tsushima city community magazine

テ

ィ

ア

ラ

■
多
く
の
来
客
で
賑
わ
っ
た
オ
ー
プ
ン

　
セ
ン
タ
ー
に
は
午
前
10
時
の
オ
ー
プ
ン
前

か
ら
入
場
を
待
ち
わ
び
る
多
く
の
市
民
の
皆

さ
ん
が
列
を
作
り
ま
し
た
。

　
施
設
正
面
で
行
わ
れ
た
テ
ー
プ
カ
ッ
ト
が

終
了
す
る
と
同
時
に
一
斉
に
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
「
Ｔ
Ｉ
Ａ
Ｒ
Ａ
」
に
入
店
し
、
店

内
は
一
時
身
動
き
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど
の

混
雑
ぶ
り
で
し
た
。
ど
の
店
も
多
く
の
お
客

さ
ん
で
賑
わ
い
、
店
内
は
熱
気
が
溢
れ
て
い

ま
し
た
。

　
美
津
島
町

知
か
ら
買
い
物
に
訪
れ
た
男

性
客
（
44
歳
）
は
、
「
都
会
的
で
い
い
雰
囲

気
。
購
買
意
欲
も
わ
き
ま
す
。
ス
ペ
ー
ス
も

広
く
利
用
し
や
す
い
」
と
商
業
施
設
を
評
価

し
て
い
ま
し
た
。

■
落
成
式

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
に
引
き
続
き
、

２
階
の
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
は
、
落
成
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。式
で
は
、松
村
市
長
が
「
市

民
の
皆
さ
ん
に
末
永
く
愛
さ
れ
、
利
用
さ
れ

る
施
設
と
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
。
続
い
て
、

山
田
正
彦
衆
議
院

議
員
を
は
じ
め
来

賓
に
よ
る
祝
辞
、

鏡
割
り
が
行
わ
れ
、

対
馬
市
交
流
セ
ン

タ
ー
の
完
成
を
祝

い
ま
し
た
。

��

■
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
で
の
初
公
演�

　
　
　
　
　
　
　
　
　
対
馬
高
校
吹
奏
楽
部�

　
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー
ル
の
記
念
す
べ
き
初
公
演

と
な
っ
た
の
は
対
馬
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

ガ
ラ
（
祝
祭
）
コ
ン
サ
ー
ト
で
し
た
。
新
し

い
文
化
の
拠
点
の
誕
生
を
祝
い
み
ん
な
で
楽

し
も
う
と
企
画
さ
れ
た
も
の
で
、
コ
ン
サ
ー

ト
で
は
吹
奏
楽
曲
に
加
え
、
ル
パ
ン
三
世
、

キ
ュ
ー
テ
ィ
ー
ハ
ニ
ー
と
い
っ
た
懐
か
し
い

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
も
演
奏
さ
れ
ま
し
た
。

　
長
崎
県
を
代
表
す
る
吹
奏
楽
部
の
演
奏
は

素
晴
ら
し
く
、
ホ
ー
ル
の
音
響
設
備
の
良
さ

も
加
わ
っ
て
、
観
客
は
感
動
の
表
情
で
聴
き

入
っ
て
い
ま
し
た
。

　
同
吹
奏
楽
部
顧
問
の
中
村
明
夫
先
生
は

「
音
響
的
に
県
内
で
も
レ
ベ
ル
の
高
い
施
設
。

活
動
の
拠
点
が
で
き
嬉
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
ど
ん
ど
ん
使
っ
て
い
き
た
い
」
と
ホ

ー
ル
の
完
成
を
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

■
栄
え
あ
る
栄
冠
は
廣
田
美
紀
さ
ん
　
　
　

　
　
　
　
　
第
１
回
　
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
一
環
と
し
て
、

第
１
回
市
民
カ
ラ
オ
ケ
大
会
が
10
月
15
日
開

か
れ
、
８
日
の
予
選
会
に
は
、
市
内
の
子
ど

も
か
ら
大
人
ま
で
35
組
が
参
加
。
自
慢
の
の

ど
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
予
選
会
を
勝
ち
抜
い
た
20
組
が
15
日
の
大

会
に
出
場
。
当
日
、
会
場
に
は
約
５
０
０
名

の
観
客
が
集
ま
り
、
プ
ロ
並
み
の
歌
唱
力
の

出
場
者
の
歌
声
に
聴
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

接
戦
を
も
の
に
し
て
優
勝
を
勝
ち
取
っ
た
の

は
、
小
柳
ゆ
き
のb

e
a

liv
e

（
ビ
ー
ア
ラ

イ
ブ
）
を
熱
唱
し
た
厳
原
町
樫
根
の
廣
田
美

紀
さ
ん
。
美
津
島
町
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

で
働
い
て
い
る
美
紀
さ
ん
は
「
緊
張
し
ま
し

た
が
、
優
勝
で
き
て
う
れ
し
い
で
す
。
是
非

顔
を
見
に
来
店
し
て
下
さ
い
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。

オープニング　スペシャルイベント�オープニング　スペシャルイベント�

　落成を記念し、演歌の２歌手による記念コンサ

ートが開かれました。�

　10月14日には鳥羽一郎、２４日には水森かお

りがステージに立ちました。�

　両コンサートは、ともに午後２時からと午後７

時からの２回公演で行われ、多くの観客で賑わい

ました。�

　コンサートでは、お馴染みのヒット曲と楽しい

トークで盛り上がり、会場のあちこちからわき起

こる手拍子と声援で大盛況でした。�

鳥 羽 一 郎 � 水 森 かおり�

落成記念コンサート�

喝采を受けた対馬高校吹奏楽部�

優勝した廣田美紀さん�

に
ぎ

あ
ふ

に
ぎ
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対馬市交流センター  フロアガイド（公共部分）�

4階�

3階�

2階�

ギャラリー�

大会議室�

イベントホール：舞台から客席方向�

①対馬市立つしま図書館　　⑤研修室
②視聴覚室　　　　　　　　⑥ギャラリー
③視聴覚ライブラリー
④教育委員会南地区事務所 ☎0920（52）8855 FAX 0920（52）1130　

①⑩小会議室　　⑤地域ふれあいスペース
②生活実習室　　⑥和室　⑦茶室
③炉室　　　　　⑧調理実習室　⑨会議室　⑪大会議室
④厳原地区生涯学習センター（厳原地区公民館）
　☎0920（52）0363　FAX0920（52）0333

ショッピングセンターTIARA
（1階部分はすべてTIARAです）

利用のご案内�
利用できる時間：火・水・木・土・日曜日（10:00～18:00）
　　　　　　　　　　　　　　　　金曜日（11:00～19:00）
休館日：毎週月曜日
　　　　祝日（土日は祝日でも開館）
　　　　館内整理日（毎月第３木曜日）
　　　　年末年始（12月28日～1月4日）
■はじめて利用されるとき�
１．貸出カードを作ります。登録申込書に必要事項を記載のうえ、カウンターへお申し出ください。
２．個人貸出は、対馬市内にお住まいの方ならどなたでも利用できます。
３．図書館内でご覧になるだけなら、手続き等は必要ありません。
■借りるとき：借りることができるのは一人５冊まで、期間は２週間以内です。
■返すとき：返す本をカウンターまで持ってきて下さい。図書館が閉まっている時は、図書館入り口の返却ポ
　ストをご利用ください。
■複写（コピー）したいとき：カウンターへお申し出ください。１枚あたり20円必要です。

対馬市立つしま図書館　☎0920（52）3900　　〒817-0021　対馬市厳原町今屋敷661-3　�

対馬市立つしま図書館（４階）�

対馬市交流センター  フロアガイド（公共部分）�

ティアラ

ティアラ

①イベントホール
②リハーサル室　③楽屋


